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今回紹介するのは、”インターネットコーナー”です。

このコーナーは、世界中で公開されているたくさんの

情報を閲覧することが出来るインターネットを体験し

ていただくためのコーナーです。 インターネットが

本格的に普及しはじめてから 10年ほど立ちますが、こ

の間ブロードバンド（高速回線）の普及とともにイン

ターネットを利用したサービスは飛躍的に増加し便利

さも増してきました。 
ここではインターネットの登場により生活がどのよう

に便利になったかを紹介します。 

～ コーナー紹介 ～ 

最近注目されている利用方法としては食品や生活用品のイ

ンターネットショッピングがあります。スーパーマーケット

のホームページから肉や魚、野菜まで注文することができ 

その日のうちに届けてくれるシステムです。 昔は八百屋さ

んや魚屋さんが注文配達をしてくれましたが、今ではそれに

変わってインターネットで注文できるネットスーパーが新

鮮な食材を届けてくれる時代に変わりました。 
 
● 通信手段としてのインターネット 
以前は離れた人間同士のコミュニケーションには手紙か電

話を使うしかなかったのですがインターネットが登場して

からの通信手段にはEメールが加わりました。 
Eメールの良さは、電話だと相手の都合に合わせてかける時

間を選ばなければいけないのですが、Eメールの場合は出し

たいときにはいつでも送信可能なことです。また受け取る側

も時間の制約がなく見たいときに見ることができる便利さ

があります。このような利便性からビジネスには最適なツー

ルとして急速に普及し携帯電話のメールと合わせてなくて

はならないツールとなっています。しかしその反面パソコン

を誤動作させてしまうウイルスや、パソコン内の情報を知ら

ない間に盗んでしまうスパイウエアがメールやインターネ

ットよってパソコン内に入り込み社会問題にもなっていま

す。 
インターネットを楽しく便利に

使うためにはこうした被害を受

けないための知識と予防が必要

になります。 
 
 

● インターネットの活用 
普段からパソコンを使い慣れている情報プラザのスタ

ッフ全員にインターネットをどのように使っているか

を聞いてみました。 
その結果、1日にパソコンを使っている時間のおよそ半分は

インターネットをしており、その時間は平均で45分間でし

た。これだけ毎日多くの時間を割いてインターネットを使

っているわけですが、主に何に使っているかを聞いてみま

した。 
  

一番多く利用している機能は調べ物でした。インターネッ

トではあらゆる生活情報を簡単に調べることが出来ます。 
例えば上映中の映画を調べたり、割引クーポンを手に入れ

たり、コンサートのチケットを予約したり、その使い方は

無限にあります。 買い物に行くときは、事前に欲しい商

品の価格やお店の情報をインターネットで調べ、電車の時

刻も路線案内で調べてから出かけるのがインターネットを

使っている人にとっては日常になっているのかも知れませ

ん。 
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ⓐメール 

ケータイはもちろんPCにもメールを送るこ

とができます。ケータイで撮った写真をそ

のままメールに添付して送ることもできま

す。また、PCに届いたメールをケータイに転送して見る

こともできます。通常のメール以外に、お店や自治体の

メールマガジンに登録すると、定期的にお得情報などが

送られてきます。また、街で見かけたことや思いついた

ことを自分宛にメールすると備忘録の代わりになります。 

ⓑインターネット 

友人とおしゃべりしているときに話題に

なったことなど、ちょっとした調べ物に便

利です。また旅行に行くときなどは行先の

観光案内や桜の開花情報や天気などを調べ、ルートを検

索し、JRや飛行機や宿を予約し、現地で地図を見ながら

歩き回るなど、ケータイを使ってすべてできます。 

ⓒカメラ 

街角の風景を撮る以外にも、気になった

お店の名前や営業時間などをメモするこ

ともできます。また例えば、お花屋さんに枯

れかかっている花のことを相談したいときに、その花の

写真を撮って見せると言葉で説明するよりはるかによく

伝わります。 

ⓓワンセグ 

ケータイで地デジを見ることができます。 

録画もできます。料金はかかりません。 

ⓔおサイフケータイ 

Suica や Edy や nanaco などのカード機能をケータイ

に集約することができます。ですから、コンビニやス

ーパーでの買い物、切符などがケータイだ

けでできます。残高のチェックやチャー

ジも簡単で、自動的にチャージするよう

に設定することもできます。また、万が一ケータイを

落としたときも、使えないようにロックすることもで

きます。 

ⓕツール 

電卓や目覚まし時計、スケジュール帳、 

ボイスメモなどが使えます。 

このようによく知られている機能でも使い方

によってはとても便利になります。 

みなさんもいろいろと考えてみてください。 

 

最近のケータイ電話は、通話

やメール以外にもいろいろな

ことができるらしい。 

でも、具体的にどのように使

えばいいのか戸惑って 

いませんか？！ 

-----A 子さんのある１日----- 

今日は友人の引越祝いに出かけました。 
 何時の電車に乗ればいいかはあらかじめ調べてあり

ます。ⓑ 
 改札を通るのはお財布ケータイ機能で楽々。ⓔ 
 電車の中ではワンセグでテレビを見ながら過ごしま

した。ⓓ 
 最寄駅からは歩きました。ケータイに住所を入れる

と友人の家までナビしてくれたので、迷わずたどり

着きました。ⓑ 
 友人の家ではケータイで写真を撮って、今日来られ

なかった人にメールで送りました。ⓒ ⓐ 
 帰りはちょっとリッチに特急を予約しました。友人

との話がはずんだので、特急の時間を１時間後ろに

変更しました。ⓑ 
 電車では寝過ごさないように目覚まし（バイブで）

をセットしました。ⓕ 
 

-----B 男さんのある１日----- 
今日は久しぶりに友人とテニス。 

 3日前友人から「日曜日にテニスでもしたいね」

とメールがあり、マイタウンクラブで確認した

らコートが空いていた。ⓐ ⓑ 
 今朝は、寝坊しないようケータイの目覚ましを

かけておいた。ⓕ 
 友人を迎えに駅へ。時間になっても現れない友

人を「今どこサーチ」で検索すると、ひとつ向

こうの通りに居ることがわかった。無事に会え

てコートへ。ⓑ 
 テニスを終えて、食事をしようということにな

り近くのレストランを検索、クーポン券もゲッ

トした。ⓑ 
 食事後、電卓機能で割り勘の計算をした。ⓕ 

《ご注意》 

・お使いのケータイによっては、できないこともあります。 

・料金（電話代、パケット代）が高価になる場合もあります。 

Ａ子さん、Ｂ男さんのやっていることはケータイでできる

ことばかりです。とても活用しているようですね。 

みなさんはどうでしょうか？今回はケータイのいろいろ

な使い方を紹介いたしましょう。 



マルボラのホームページ http://mulvol.at-g.net/ 
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講 座 日 程 
2 月 3 月 4 月 

文書作成（応用）
(チラシ) 

７日 
(名刺)

７日
(カード)

４日

パソコンの基礎 １４日 １４日 １１日

インターネット ２１日 ２１日 １８日

表 計 算 （基礎） 

２８日 
（応用）

２８日
（基礎）

２５日

日時：毎週木曜日・土曜日 

午前10時～12時（休館日は除く） 
定員：木曜日10名、土曜日４名(４回まで) 

手ほどきは、希望する内容を受講希望者のレベルに合わ

せてマルボラが個人指導を行います。 

文書作成（ワード等）、表計算（エクセル）、インターネ

ット、電子メール、デジカメの画像処理、年賀状など、

使用法・操作法など覚えたい方に適してます。初心者の

方、レベルアップを希望する方など歓迎します。 
＊５回以上の受講希望者は希望受講日の前日に電話申し

込みをして下さい。定員に余裕がある場合は受入れいた

します。（木曜日は当日朝の電話でも可）。 

日時：毎週土曜日 

午前10時～12時（休館日は除く） 
定員：16名  (何回でも受講できます) 

これからパソコンを始めようと考えている方が、基礎的な

操作方法を学ぶための教室です。マルボラがていねいに説

明します。お気軽にご参加ください。 

 

--+--+--+--+--+--+--+--+--+--+--+-- 
≪申し込みは電話で、情報プラザへ≫ 

 ：０４６-２２０-２７１１ 

「初心者のためのパソコン講座」と「パソコンの手ほど

き」は、開催月の前月1 日から電話で受付けています。電

話予約の時に「マルボラのパソコン講座」、「マルボラの

手ほどき」とお伝えください。 

講座も手ほどきも一回ごとのお申し込みとなります。申込後

キャンセルされる場合は、早めに連絡をして下さい。 

初心者のためのパソコン講座  

パソコンの手ほどき 

質問・相談コーナー 

日時：毎週土曜日 
午前10時～12時（休館日は除く） 

予約は不要です。質問・相談などがある場合には、直接

おいでください。 

黎明期のマルボラ 

マルボラ（厚木市マルチメディアボランティア）は、平成11 年

２月1日情報プラザのオープンと同時に発足しました。 

最初は十数人の会員で、市民にパソコンを慣れ親しんでいただく

ため、理念よりもまずパソコン講座を始めようと話し合い、よう

やく同年５月22日に第1回パソコン講座を開催することができ

ました。７月からは「パソコンの手ほどき」も始めました。 

以来今日まで毎週「パソコン講座」と「手ほどき」を実施してい

ます。また、公民館・学校への出前講座、特別講座など、次第に

活動の輪を広げようと努力してきました。 

受講者からは、「非常に分かりやすい、親切だ、

もっと広く受講したい」など高い評価を受けて

います。 （n） 

 

 

地域に密接した活動に 

平成16 年より、定期的に市内の公民館や学校を会場に出前講座

を実施したところ、地域の皆さんに喜ばれ交流も深まり、通常の

講座にも良い影響が生じ喜んでいます。 

平成 19 年には、厚木市の「マイタウンクラブ」を便利で役に立

つ「地域ポータルサイト」にするための準備会が設立されました。

市の職員やサポーターズクラブのメンバーとともに、市政と市民

との協力関係ができればと、私どもマルボラも参加しています。

今後とも皆さんのご支援をお願いいたします。 （i） 

 

玉川公民館 初心者対象「パソコンで作る年賀状」 

平成20年12月6日（土） 

10:00～12:00  受講生 9名 基本操作と画像の取り扱い 

13:00～16:00   受講生10名 年賀状作り 

受講生の年齢層は30代～60代と幅広く、ワードの「はがき作成

ウィザード」を使い、繰り返し練習し、数種類の 

年賀状ができあがりました。 

地域パソコン教室報告 

マルボラの講座や手ほどきはすべて無料です。 

場所は、情報プラザです。 私たちマルボラは、皆さまのご支援のおかげで 

平成21 年２月１日に創立１０周年を 

むかえることができました。 

活動を認められて 

マルボラの「手ほどき」「パソコン講座」のこれまで 

の受講者は既にのべ12,000人を超えています。 

この実績に平成13年５月には市長から感謝状を 

いただき、また今回平成21年２月１日の市政 

記念日には市政発展への寄与を認められて 

一般表彰を受けることとなりました。 

厚木南公民館  

平成21年１月20日（火） 受講生18名 

午前：ワードの基礎、午後：エクセルの基礎 

平成21年１月21日（水） 受講生18名 

午前：デジカメの取扱い、午後：アルバム／チラシの作成 

両日とも、ＣＤへの保存・印刷まで行いました。 
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そして市民と共に歩む情報プラザとして、ボランティア活動

も支援しています。特に開館と同時に発足した厚木市マルチ

メディアボランティア（代表 岩月宏氏 会員数60人）は毎

週木曜日、土曜日に情報プラザを会場に「初心者パソコン教

室」や個別指導の「手ほどき」を開催し、延参加者も 1 万 2

千人余りに達し市民相互のITの普及促進に大きな成果を上げ

多大な貢献もしています。 

厚木市情報プラザは 10 周年を迎え新たなスタート地点とし

て、益々市民の皆様との交流を深め、皆様の声を聞きながら

ITリテラシーの促進向上のために力を注いでまいります。 

今後もご支援ご協力よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

厚木市情報プラザ 館長 

あとがき 

 早いもので新年も明けて1ヶ月経ちましたが、空気が澄んだこの時期に情報プラザがある厚木アクストビルからは、丹沢の山

並みがよく見渡せます。そして白い雪をかぶった富士山が見える日は気分もすがすがしくなります。 

さて丹沢の山並みには多くの山が連なっているのですが、ここアクストビルから望める山並みの中で名前を知っているのは大

山ぐらいしかありません。他の山は何が見えているのか？ たまたま本屋さんで山と風景を楽しむ地図ナビゲーター「カシミ

ール 3D 入門」という本を見つけました。この本に付属しているソフトを使うと地図上の任意の位置から望める山並みや風景

をパソコンの画面上で楽しむことが出来ます。上図の山並みはこのソフトを使って情報プラザがあるアクストビルの屋上 117
ｍから西の景色を 3D 描画したものです。地図上の地形データを元に作成しているため正確な山並みが表現されているのに驚

かされます。さてみなさん、いくつ山の名前をご存知でしたか？ このソフトウエアは本屋さんで求めることができます。 

情報プラザのパソコンでのご利用は現在できません。T.M 

「厚木市情報プラザ」は平成11年2月1日アクストビルにオ

ープンして以来、多くの皆様にご利用いただき、2 月 1 日で

10周年を迎えました。この間の利用者数は平成14年に10万

人、平成 16 年には 20 万人、平成 19 年には 30 万人を超え、

現在、延利用者数は36万人に達しました。 

その間社会の情報化は予想を上回る速度で進み、家庭でのイ

ンターネット利用や携帯電話などの普及、ブロードバンド化

やパソコンなどの技術革新も速く、情報プラザオープン時と

かなり様相が変わってきています。そのような経過を経なが

ら「子どもからお年寄りまで、だれもが集まる街の情報オア

シス」として広く市民にITを体験できる場を提供してきまし

た。午前中はご年配の方々、昼休みにはアクストビル内に勤

務されている人々、午後は小中学生、夕方は仕事帰りの人々 

など皆様にご利用いただいております。また、

パソコン講座の開催を通じて市民のパソコン

スキルアップをサポートし、イベントを通じて

はパソコンの活用範囲を拡大し地域コミュニ

ティ・豊かなコミュニケーションライフ作りに

も力を入れてきました。 

～ 厚木市情報プラザは10周年を迎えました ～ 

厚木市マルチメディアボランティアさん 
活動開始 10周年 おめでとうございます。 
（厚木市マルチメディアボランティアは2月

1 日の市制記念日に、市政発展に貢献された

団体として表彰されます） 

～ イベントの案内 ～ 




